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岩⾒沢市こども計画策定のためのこどもの⽣活実態調査の実施結果について

１．調査方法 各学校を通じて児童・⽣徒及び保護者へ協⼒を依頼し、web回答により実施

こどもの⽣活実態調査の結果について（ヤングケアラー部分抜粋）

１．ヤングケアラーという⾔葉を知っているか

資料１−１
こどもの⽣活実態調査の実施状況について

２．調査期間 令和6年7月22⽇（月）〜8月5⽇（月）

調査の対象 対象者数 回収数 回収率

小学５年生 527件 289件 54.8％

中学２年生 563件 307件 54.5％

高校２年生 650件 85件 13.1％

合 計 1,740件 681件 39.1％

調査数
言葉も意味も
知っている

言葉は知っ
ている

知らない

全 体
637人 200人 158人 279人

100％ 31.4％ 24.8％ 43.8％

小学５年生
271人 44人 43人 184人

100％ 16.2％ 15.9％ 67.9％

中学２年生
291人 113人 95人 83人

100％ 38.8％ 32.6％ 28.5％

高校２年生
75人 43人 20人 12人

100％ 57.3％ 26.7％ 16.0％

２．家族にお世話が必要な人がいるか
調査数 いる いない

全 体
637人 69人 568人

100％ 10.8％ 89.2％

小学５年生
271人 39人 232人

100％ 14.4％ 85.6％

中学２年生
291人 22人 269人

100％ 7.6％ 92.4％

高校２年生
75人 8人 67人

100％ 10.7％ 89.3％

３．お世話により負担が生じていないか

調査数
負担が生じて
いる

負担は生じて
いない

全 体
69人 11人 58人

100％ 15.9％ 84.1％

小学５年生
39人 7人 32人

100％ 17.9％ 82.1％

中学２年生
22％ 2人 20人

100％ 9.1％ 90.9％

高校２年生
8人 2人 6人

100％ 25.0％ 75.0％

４．お世話の悩み相談の相手（複数回答可）

調査数

お世話が
必要な人
以外の家
族

親戚
（おじ、お
ば等）

友達

学校の先
生（保健室
の先生以
外）

保健室の
先生

医師や看
護師、その
他病院の
人

スクール
ソーシャル
ワーカーや
スクールカ
ウンセラー

ヘルパーな
どの福祉
サービスの
人

市役所（こ
ども家庭セ
ンター）の
人

北海道ヤン
グケアラー
相談サポー
トセンター
の人

児童相談
所の人

民生委員・
児童委員、
主任児童
委員

子ども相
談支援セン
ターの人

その他
相談してい
ない

全 体
69人 11人 12人 13人 4人 3人 2人 2人 1人 1人 2人 1人 1人 2人 1人 41人

100％ 15.9％ 17.4％ 18.8％ 5.8％ 4.3％ 2.9％ 2.9％ 1.4％ 1.4％ 2.9％ 1.4％ 1.4％ 2.9％ 1.4％ 59. 4％

小学
５年生

39人 4人 4人 7人 3人 2人 1人 1人 - - 1人 - - 1人 1人 24人

100％ 10.3％ 10.3％ 17.9％ 7.7％ 5.1％ 2.6％ 2.6％ - - 2.6％ - - 2.6％ 2.6％ 61.5％

中学
２年生

22人 5人 8人 5人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 - 12人

100％ 22.7％ 36.4％ 22.7％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ - 54.5％

高校
２年生

8人 2人 - 1人 - - - - - - - - - - - 5人

100％ 25.0％ - 12.5％ - - - - - - - - - - - 62.5％

３．対象者と回収状況 右表のとおり
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全体 小５ 中２ 高２

今回の調査において回答があったうち、
全体の1.7％が「負担が生じている」と回答

お世話の悩み相談の相手は、全体で見ると
①相談していない、②友達、③親戚（おじ、おば等）、
④お世話が必要な人以外の家族
の順に回答が多い



岩⾒沢市こども計画策定のためのこどもの⽣活実態調査の実施結果について
こどもの⽣活実態調査の結果について（ヤングケアラー部分抜粋）

５．相談していない理由（複数回答可）

調査数
相談するほ
どの悩みで
はない

家族以外の
人に相談す
るような悩
みではない

誰に相談す
るのがよい
かわからな
い

相談する人
が身近にい
ない

家族のこと
のため話し
にくい

家族のこと
を知られた
くない

家族に対し
て偏見を持
たれたくな
い

相談しても
何も変わら
ない

相談した相
手を困らせ
たくない

その他

全 体
41人 31人 6人 3人 2人 2人 - 1人 2人 4人 4人

100％ 75.6％ 14.6％ 7.3％ 4.9％ 4.9％ - 2.4％ 4.9％ 9.8％ 9.8％

小学
５年生

24人 16人 5人 2人 1人 1人 - - 1人 3人 3人

100％ 66.7％ 20.8％ 8.3％ 4.2％ 4.2％ - - 4.2％ 12.5％ 12.5％

中学
２年生

12人 11人 1人 1人 1人 - - - - - 1人

100％ 91.7％ 8.3％ 8.3％ 8.3％ - - - - - 8.3％

高校
２年生

5人 4人 - - - 1人 - 1人 1人 1人 -

100％ 80.0％ - - - 20.0％ - 20.0％ 20.0％ 20.0％ -

６．まわりの大人に助けてほしいこと（複数回答可）

調査数

自分の今の
状況につい
て話を聞い
てほしい

家族のお世
話について
相談にのっ
てほしい

家族の病気
や障がい、
お世話のこ
となどにつ
いてわかり
やすく説明
してほしい

自分が行っ
ているお世
話のすべて
を代わって
くれる人や
サービスが
ほしい

自分が行っ
ているお世
話の一部を
代わってく
れる人や
サービスが
ほしい

自由に使え
る時間がほ
しい

進路や就職
など将来の
相談にのっ
てほしい

学校の勉強
や受験勉強
など学習の
サポート

家庭への経
済的な支援

その他 わからない 特にない

全 体
69人 7人 3人 2人 1人 1人 3人 1人 3人 3人 - 11人 45人

100％ 10.1％ 4.3％ 2.9％ 1.4％ 1.4％ 4.3％ 1.4％ 4.3％ 4.3％ - 15.9％ 65.2％

小学
５年生

39人 4人 2人 1人 - - 2人 - 1人 - - 6人 25人

100％ 10.3％ 5.1％ 2.6％ - - 5.1％ - 2.6％ - - 15.4％ 64.1％

中学
２年生

22人 2人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 1人 2人 - 4人 15人

100％ 9.1％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 4.5％ 9.1％ - 18.2％ 68.2％

高校
２年生

8人 1人 - - - - - - 1人 1人 - 1人 5人

100％ 12.5％ - - - - - - 12.5％ 12.5％ - 12.5％ 62.5％

➡相談していない理由を見ると、「相談するほどの悩みではない」、「家族以外の人に相談するような悩みではない」との回答が多い

➡まわりの大人に助けてほしいことは、「特にない」、「わからない」との回答が多い
一方で、「自分の今の状況について話を聞いてほしい」との回答も一定数あった

資料１−２

・お世話をすることが当たり前になっていたり、負担が生じていても「家族のことだから」という認識から、「相談するほどでもない」と感じている面もあるのではないか
・北海道が高校に対して実施した別の調査では「お世話により負担が生じている」という生徒はもう少し多い印象がある。今回の調査では見えない潜在的なヤングケアラーがもっとい
るのではないか
・回収率が低い部分があるため、設問の内容も含めてもっと有効な調査の実施方法について検討が必要ではないか

■委員及び助⾔者からの意⾒


